
み
ず
み
ず
し
い
國
家
的
生
命
の
、
最
も
奪
く
美
し
い
文
化
的
結
費

が
あ
る
。
あ
す
こ
に
示
さ
れ
る
日
本
曲
な
世
界
精
紳
は
、
今
田
八

紘
一
宇
の
岡
家
理
念
を
も
つ
て
世
界
新
秩
序
を
建
設
し
っ
っ
あ
る

私
達
の
時
代
精
脚
の
、
慈
愛
に
み
ち
霞
緑
の
ふ
と
こ
ろ
な
の
で
あ

ら
う
。
そ
の
時
實
ば
私
は
ふ
と
、
著
者
が
「
根
源
的
‡
獄
慌
性
の
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

學
」
に
於
て
繰
返
し
て
云
は
れ
て
る
る
生
の
生
命
性
と
理
性
と
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

秘
妊
減
の
統
一
、
乃
至
は
超
越
的
傭
糖
琳
即
生
の
生
命
と
は
、
端
的
に

は
費
は
ζ
こ
に
示
さ
れ
て
み
る
も
の
に
近
い
の
で
は
な
い
か
と
頭

に
浮
ん
だ
記
憶
を
有
し
て
み
る
。

　
紳
話
は
＝
凄
き
り
の
三
論
で
あ
る
。
あ
の
壁
書
竜
一
四
き
り
の

現
費
で
あ
っ
究
、
今
β
か
授
ち
電
心
も
発
く
寸
分
違
は
す
に
同
じ

給
…
を
轟
現
す
る
審
は
出
來
な
い
。
併
し
そ
の
故
に
こ
そ
肇
岡
の
寓

話
は
、
壁
叢
の
示
す
日
本
的
な
世
界
繕
言
は
、
私
達
の
現
在
に
無

限
に
甦
え
っ
て
、
新
秩
序
の
建
設
と
い
ふ
私
達
の
費
践
の
核
心
に

生
き
て
み
る
。
こ
の
棘
話
的
精
一
が
私
達
を
働
か
し
め
て
み
る
根

底
に
著
者
の
云
は
れ
る
超
越
的
に
し
て
帥
内
在
的
な
｛
示
敷
は
膿
得

さ
れ
得
る
の
で
あ
ら
う
。
荷
し
て
そ
れ
の
自
覧
は
ロ
ハ
私
達
が
現
在

を
ど
ζ
ま
で
も
薄
墨
な
道
義
性
に
於
て
、
創
造
的
に
行
爲
す
る
所

に
の
み
費
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

彙

報

　
数
育
學
研
究
會

十
二
月
二
十
三
B
（
火
）
午
後
五
時
　
　
於
　
樂
友
會
館

蒙
擬
壁
跡
…
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
西
田
鶴
之
介
磯

寄
贈
卜
書

植
田
瀞
次
署
　
経
面
的
世
界
　
　
東
京
陣
雲
館
　
定
償

大
政
翼
饗
暫
嘗
…
傳
部
　
　
興
亜
講
演
集
　
第
四
輯

摩
闘

十
二
月
號

一
月
號

寄
贈
雑
誌

濃
教
育
、
史
林
、

本
、
囲
罠
簿
學
、

宗
歌
研
究
、
隅
教
護
、
文
學
研
究
、
　
一
、

哲
多
難
誌
、
思
想
、
藻
想
、
二
三
倫
理
講
演
集
、
丈
化
、
信

　
　
　
一
柵
論
叢
、
羅
濟
論
叢
、
興
亜
、
文
化
臼
本
、
大
日

　
　
湖
殴
桝
の
鵜
岬
、
曜
駅
級
伸
、
同
岡
粥
黙
遡
却
蝉

王79

「
世
界
糎
と
麟
家
親
」
に
つ
い
て

九
五

齢


